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The Odors of Judge Pyncheon and the Indication of One “Happy” Ending
Kumiko MUKAI
要　約
　本論は、Nathaniel Hawthorne の The House of the Seven Gables （1851） に登場する、地位と




た時代を背景に、屋敷周辺に漂う悪臭、特に Judge Pyncehon から発せられる不快な体臭は、
諸々の悪を示唆し、他の登場人物に多大な影響を与えていると推察される。Pyncheon 家を
浄化し、Maule 家との宿怨を断つために、Judge Pyncheon の「臭い」を除去し、新鮮で健
全な空気を取り込むことが不可欠であるとするならば、主要な人物たちが一時期屋敷を離れ
てまた戻ってくるという、取ってつけたような結末の筋書きも納得でき、筆者が本作のクラ




　The House of the Seven Gables （1851） の Judge Pyncheon は、典型的な偽善者や悪の象徴
として描かれており、最終的に劇的な死を迎える人物である。彼は先祖の呪いや血の臭
いから逃れられず、その死の場面を "anti-picturesque" やグロテスクなゴシック・ホラー 
（Levy 155;  Scheick 145） と解釈されたり、利己的で本能むき出しの特徴が取り上げら
れ、 "Hawthorne’s finest achievement of a villain interested only in material gain"
（Luecke 557） や、 "His gross, animal qualities so enchain him that there is no room for 
the spiritual. . . Judge Pyncheon is a sensualist 'selfish in essence' " （Beebe 9） などと指摘
され、これまで中心的に論じられることは少なく、他の人物との複雑な関わりや物語全体に
及ぼす影響は少ない脇役と考えられてきた。1
熊本学園大学論集『総合科学』 平成 30 年（2018 年）2 月 15 日
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　こうしたステレオタイプの Judge Pyncheon のイメージを、Julie Wilhelm は、その行動や
アイデンティティはありきたりで予測でき、 "The humorous word-picture of the late Judge 
Pyncheon fixes the character of the Judge once and for all, but only because he is fixable, 
more automaton than human （in life and in death）" （129） と結論づける。しかしながら、





　従って、七破風の屋敷内やその周辺から Judge Pyncheon の臭いを取り除くことは、過去
の悲劇を思い起こさせる大きな要素を一つ消すことになり、何世代にもわたって続いてい




　　　　　 This old house, for example, which sometimes has positively oppressed my 
breath with its smell of decaying timber! And this garden, where the black 
mould always clings to my spade, as if I were a sexton, delving in a grave-
yard! Could I keep the feeling that now possesses me, the garden would every 
day be virgin soil, with the earth’s first freshness in the flavor of its beans and 
squashes； and the house!－it would be like a bower in Eden, blossoming with 
the earliest roses that God ever made. （214; vol. 2, ch. 14）
物語終盤における Holgrave の保守主義への思想の急転換 （314; vol. 2, ch. 21） については、
"curious conversion" （Von Abele 58-70） や "basic flaw" （Hoffman 201） などと指摘され
る。また安易な完全懲悪と棚ぼた的な結末は "merely the most optimistic. It is the comic 
view where all ends well." （Stubbs 119） と厳しく捉えられることが多く、結末の解釈に不
安が残るという指摘 “Yet the threat of violation will remain in the text . . .　By concluding 
with the entrance of the bridal couple into the serpent’s home, the novel warns that the 
Pyncheon’s new Eden might once again face the threat of penetration （Goddu 126）" も説
得力があり無視できない。ただ、においの面から考えると、屋敷の素材を木造ではなく石造
りにする場合の方が、嗅覚的な不快さははるかに少なくなるのは間違いない。




当面の新しい住まいとなる Judge Pyncehon の田舎の別荘ならば、それほど悪臭に悩まされ
ることはないだろう。Holgrave が主張するように （184; vol. 2, ch. 12）、屋敷を灰になるま
で燃やしてしまえば、Judge Pyncheon の悪臭は屋敷もろとも完全消し去ることができるは
ずである。しかし、Pyncheon 家の老いた Hepzibah と Clifford にこのような過激な浄化方法
（2）
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を期待することは難しい。若い世代の Phoebe と Maule 家の Holgrave が、どこまで除臭を
徹底して行うことができるかにかかっているとも言える。
　従って本論では、Judge Pyncheon の死によって、この物語の結末を単に邪悪な存在が滅





のような < 高級 > な感覚とは異なり、進化論的に最古の感覚で直接大脳とつながっており、
感情の表出や知覚機能や認識機能にまで影響を及ぼす （イェリネク 67） 。つまり嗅覚は、即
時的であって理性的というよりは感情的な感覚であるため、言葉での説明は難しい。そのた
め直接嗅覚がテーマとなっている Patrick Süskind の Perfume: The Story of a Murderer （1985） 
や Kathleen Tessaro の The Perfume Collector: A Novel （2013） などは別として、これまでにお
いは、過去の記憶を本能的に想起させるといった無意識の影響、いわゆるプルースト現象が
時おり扱われていた程度だったと考えられる。3





が科学の感覚となったのである。（Classen, Howes, and Synnott 83-84） 従って、当時におい






う「嗅覚革命」（olfactory revolution） によって、 "fragrance had moved out of the realms of 
religion and medicine into those of sentiment and sensuality" （Classen, Howes, and Synnott 
6-7） となり、文学における嗅覚表現はリアリストにもシンボリストにも、非常に重要な役割
を果たすことになる。4 また、においと "moral status" に関連して、信頼のおけない人間を 
"stinker",　 "stinkoe",　 "stinkpot" と呼び、逆に徳の高い人間は "odor of sanctity" を発し
ている （Largey and Watson 1021-22） と直接的な表現が使用される。Hawthorne は "Lady 
Elenore’s Mantle" （1838） の中で疫病について言及し、その人間性を奪う恐ろしさや、汚れ
た空気と血の色とを関連させて述べ、疫病の毒された空気と神の采配と人間性の堕落を連想
させている。
　　　　　 "There is no other fear so horrible and unhumanizing as that which makes man 
dread to breathe Heaven’s vital air, lest it be poison, or to grasp the hand of 
（3）
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a brother or friend, lest the gripe of the pestilence should clutch him. . .　This 
conqueror had a symbol of his triumphs. It was a blood-red flag, that fluttered 
in the tainted air, over the door of every dwelling into which the Small-Pox had 
entered." （283-84; vol. 9）
ここでの疫病を感染させる空気には、直接物理的に臭いの表現というものはないが、不吉な























て重要なテーマとなり、実際、科学的関心をそそったのも腐敗臭であった （Classen, Howes, 
and Synnott 88-89）。またコレラは 1830 年代には原因不明の謎の病気であったが、1860 年
代には一部ではあっても医療で治すことができるものになっていた（Rosenberg 4-6）こと
を考えると、ちょうどコレラ発生から収束までが、Hawthorne が作家として活動した時期
と重なり、The House of the Seven Gables 執筆時はその只中であったことになる。アメリカで
1832 年と 1849 年に流行したコレラに関して、腐敗しかかった肉体から発散する臭いが、病
気の源と信じられ、換気が重要だと考えられるようになる。また疫学者 William Budd は、
1858 年のロンドンを窒息させた "Great Stench/Stinch" を歴史上の事件として記録されるほ
どの悪臭と述べており（エンゲン 12）、Hawthorne も当時の様子を、1858 年 9 月 3 日付け
の James T. Fields に宛てた手紙に "London is like the grave in one respect―any man can 
make himself at home there; and whenever a man finds himself homeless elsewhere, he 
（4）
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had better either die or got to London" （151; vol. 18） と記している。
















　　　　　 "The church-bells. . .  were calling out, and responding to one another. . .  and 
flinging their accents afar off, to melt into the air, and pervade it with the holy 
word. The air, with God’s sweetest and tenderest sunshine in it, was meet for 
mankind to breathe into their hearts, and send it forth again as the utterance of 
prayer." （167; vol. 2, ch. 11）
しかしながら、この描写とは明確なコントラストを顕示するかのように、Judge Pyncheon
は、生命力に満ちた人間として、さまざまな強い欲を溢れさせ、その生々しい臭いによっ
て、moral status の低さや動物的で < 低級 > な嗅覚を刺激させる臭いの持ち主として浮き彫
りにされるのである。
2.「生」の臭い
　生前の Judge Pyncheon は、その社会的地位からも分かるように、それなりの高級な酒
類や葉巻やタバコなどのにおいを発散していた描写が認められ （273-76; vol. 2, ch. 18）、そ
の経済力によって何らかの方法で清潔を保つことができたはずであるから、たとえ事実と
は異なっていても、通俗的なカルヴァン派的な見方をすれば、信心深く見えていたかも知
れない （Hoy 15）。また、Pyncheon 家の創設者のピューリタン軍人で治安判事の Colonel 
Pyncheon と同様、Judge Pyncheon も表向きは高潔でステータスも高い人物であるが、 "to 
a somewhat massive accumulation of animal substance about the lower region of his face, 
the look was perhaps unctuous, rather than spiritual, and had, so to speak, a kind of fleshly 
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いる表現もあり、これは "gluttony" をも想起させるものである。
　また、このような gluttony を満たす描写に加えて、Phoebe のような乙女を戸惑わせる
「雄」という性を感じさせる表現もある。例えば、 "The man, the sex, somehow or other, 
was entirely too prominent in the Judge’s demonstrations of that sort. Phoebe’s eyes sank, 
and, without knowing why, she felt herself blushing deeply under his look. （118; vol. 2, 
ch. 8）" において明らかである。さらに、彼女は "the sultry, dog-day heat, as it were, of 
benevolence, which this excellent man diffused out of his great heart into the surrounding 
atmosphere; ―very much like a serpent, which, as a preliminary to fascination, is said to 
fill the air with his peculiar odor" （119; vol. 2, ch. 8） と Judge Pyncheon から発散される
蛇のような独特な臭いと、彼の周辺に漂う鬱陶しく暑苦しい空気に圧倒される。この不
愉快な臭いは、「乙女」の Phoebe だけでなく、 "It was quite otherwise with Hepzibah;　
the Judge’s smile seemed to operate on her acerbity of heart like sunshine upon vinegar, 
making it ten times sourer than ever. （128; vol. 2, ch. 8）" と、その笑顔ですら、夏場のむ
せかえるような酸っぱい刺激臭が想起させられるものである。
　こうした表現によって、おそらく Judge Pyncehon には、フェロモンと考えられるアンド
ロステノン類の臭気が漂っていたのではないかと推測される。この動物的な臭いは、現在で
は香水にも利用されることがあり、嗅ぐ人によっては、性的魅力を感じさせたり、逆に強
い睡眠妨害効果をもっているものでもある （イェリネク 120-22）。7　Phoebe にとっては、説
明のできない不愉快な臭いとして困惑したものであろうが、その鋭い嗅覚とにおいの経験
がのちに Holgrave Maule を受け入れることと無関係ではないように思われる。Holgrave
は、屋敷に来てしばらくは Hepzibah に正体不明の怪しい人物とみなされ、 "come-outers . . .  
who acknowledged no law and ate no solid food, but lived on the scent of other people’s 
cookery（84; vol. 2, ch. 5）" とにおいとの関連も少し示される。彼は経歴も謎で、転々と職
を変え、“He had subsequently travelled New England and the middle states as a pedler, in 
the employment of a Connecticut manufactory of Cologne water and other essences （176; 







になる。彼は、物語の終盤で Colonel Pyncheon と同様に血を吐いて死んでいるところを発
見される。Pyncheon 家と Maule 家の確執の末、Matthew Maule は処刑の瞬間に Colonel 
Pyncehon に "God will give him blood to drink!" （8; vol. 2, ch. 1） と呪いの予言を放って以
来、屋敷には血の臭いと恐怖のイメージ "The terror and ugliness of Maule’s crime, and the 
wretchedness of his punishment, would darken the freshly plastered walls, and infect them 
early with the scent of an old and melancholy house." （9; vol. 2, ch. 1） が植え付けられる。
（6）
― 39 ―（39）Judge Pyncheon の臭いと一つの「幸せな」結末
Colonel Pyncheon はその呪いの予言や「悪霊」は多少なりとも気にはしながらも、"Had he 
been told of a bad air, it might have moved him somewhat; but he was ready to encounter 











Rush （1745-1813） は瀉血の信奉者であり、黄熱病の治療を行っていた （Greenstone 13）。ま
た、E. Copeman は "It will be remembered by some present, perhaps, that in 1845 I published 
a book on Apoplexy, in which I endevoured to prove that indiscriminate bloodletting was 




　　　　　 "Human blood, in order to keep its freshness, should run in hidden streams, 
as the water of an aqueduct is conveyed in subterranean pipes. In the family-
existence of these Pyncheons, for instance―forgive me, Phoebe; but I cannot 
think of you as one of them―in their brief, New England pedigree, there has 
been time enough to infect them all with one kind of lunacy or another ! "　
（185; vol. 2, ch.12）
Judge Pyncheon の死の少し前の場面で、その死体の持ち主の偽善的な人間性の醜さと悪臭
をまき散らしている様子が表現され、ここには、腐敗した水や血液がミアズマ的なイメージ
として残り、特に、Judge Pyncehon の moral status の低さと悪臭の関係が、湿気の含んだ
不愉快な臭いで表現されている。またこの先に起こる悲劇が、本人の人格に起因していると
示唆される。
　　　　　 We are to seek the true emblem of the man’s character, and of the deed that 
gives whatever reality it possesses, to his life. And, beneath the show of a 
marble palace, that pool of stagnant water, foul with many impurities, and 
perhaps tinged with blood―that secret abomination, above which, possibly, he 
may say his prayers, without remembering it―is this man’s miserable soul! 
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の悪臭の対比がイメージされる。（273-74; vol. 2, ch. 18） Judge Pyncheon の遺体を前にしな
がら、その生前の食欲を "ogre-like" と譬えられ、 "his Creator made him a great animal, 
but that the dinner-hour made him a great beast. Persons of his large sensual endowments 
must claim indulgence, at their feeding-time" （275; vol. 2, ch. 18） とおそらく人並みはずれ
た貪欲さで肉食の獣をイメージされているが、ここから一転、死のイメージへと移る。
　その転換地点が、目を見開いている死んでいる Judge Pyncheon の顔の周りを飛び回って
いる一匹の蠅の描写である。悪と疾病の運び手である蠅は、悪魔 Beelzebub、つまり 'lord 
of fly' を連想させる。動きと音の動と静のコントラストは、まさに生から死へ転落し、その
不吉な音までもイメージさせているようである。
　　　　　 And there we see a fly―one of your common house-flies, such as are always 
buzzing on the window-pane―which has smelt out Governor Pyncheon, and 
alights now on his forehead, now on his chin, and now, Heaven help us, is 
creeping over the bridge of his nose, towards the would-be chief-magistrate’s 
wide-open eyes! Canst thou not brush the fly away? Art thou too sluggish? Thou 
man, that hadst so many busy projects, yesterday !  Art thou too weak, that 





の中で、 "The death of the Judge has the effect of miraculously releasing the natural world 
into the expression of its full power and beauty. The elm no longer conceals an ugly reality, 










が最終章で明らかとなるが、財産は全て生き残った Pyncheon 家の Hepzibah と Clifford と
Phoebe に残されることになり、Maule 家の末裔 Holgrave も含めた両家の和解と「幸せ」な
未来に現実性を帯びる。
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の進歩を歓迎することもできない。そんな Hepzibah に Clifford は、「幸せ」な未来にはまず
この屋敷に新鮮な健全な空気が必要だと主張する。
　　　　　 "The soul needs air; a wide sweep and frequent change of it. Morbid influences, 
in a thousand-fold variety, gather about hearths, and pollute the life of 
households. There is no such unwholesome atmosphere as that of an old home, 
rendered poisonous by one’s defunct forefathers and relatives ! " （261; vol. 2, ch. 
17） 







ることになるのである。Pyncheon 家の被害者たちともいうべき Clifford と Hepzibah は、長
年にわたって「悪臭」 （Judge Pyncheon） に苦しめられながら、これまで何もできずに、た
だひたすら我慢してきた。それが運命であると諦め、その「悪臭」に慣れてしまっていたと
ころに、若い Phoebe や Holgrave という新しい風が吹いてきたことで、風通しがよくなり、
再び臭いを感じ始め出し、その臭いから逃れたいという気持ちから、一旦屋敷を出るとい
う冒険的行動も果たせた。ここには、Clifford が偶然に同乗した全く赤の他人にふるった熱
弁に、人間の進歩についての一種の楽観主義とも称することができる "an ascending spiral 
curve" （259; vol. 2, ch. 17） の概念が反映されていると考えられる。過去の呪縛から解き放
たれて、すぐには実感されずとも、やがては上昇していることが認識されるという筆者の独
特な発想である。Judge Pyncehon が死んでも、Pyncheon 家に纏わる過去の罪が全て帳消し
になることはないため、悪臭は < 完全に > 消え去ることは非常に難しい。屋敷の楡の木は
永遠に "unintelligible prophecies" （317; vol. 2, ch. 21） を呟くであろうし、訪れた「幸せ」
が「当面の」 "this present happiness" （317; vol. 2, ch. 21） と念を押したように語られてい
るのも、いかにも疑り深いホーソーンらしい言い方である。
（9）
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Summary
  Judge Pyncheon, in The House of the Seven Gables by Nathaniel Hawthorne, has been recognized as a 
stereotypical, hypocritical villain. However, considering him from the perspective of olfactory expressions 
and metaphors, he seems to offer several significant implications that can suggest a new interpretation 
of the ending of this romance. In mid 19th-century America, cholera was prevalent and the awareness 
of public health was increasing. Unpleasant odors were thought to be connected with the concept of 
death, and specifically immorality, in Puritan society. There are many odors around the House, and 
Judge Pyncheon in particular emitted foul ones, both in life and in death. His odors projected negative 
associations and influenced other characters’ lives. Therefore, the purification of the Pyncheons and the 
settlement of the age-long feud may depend on removing the bad odors and taking in fresh and healthy 
air. It is possible to accept this awkward plot, that the main characters left the House and returned only 
at the very ending of the story, because it seems to correspond with Hawthorne’s key concept of “the 
ascending spiral curve.” Thus, Judge Pyncheon’s bad odors can indicate at least one “happy” ending in 
this romance.
注
＊本論の書式は、MLA Handbook for Writers of Research Papers, Eight Edition（2016）に準拠する。
1　 Judge Pyncheon を中心に扱っている論文は、Alfred H. Marks の死因を究明するもの、Kenneth Marc 
Harris の偽善性を考察するもの、Jonathan A. Cook の実在のモデルについて論じているもの、しかな
いと考えられる。
2　 Seven Gables のテクスト内では、においに関する表現として主に air, effusion, fragrance/ fragrant, 
infusion, nostril, odor/ odoriferous, perfume, rusty, scent, smell が使用され、悪臭を示す stink や stench
は登場しない。本論では、不快な好ましくないにおいを < 臭い >、良い好ましいにおいを < 匂い >、天
然や人工に限らず作られた匂いを < 香り >、また美的に作られた香りを < フレグランス > とし、これ
らでは明確に分類できない一般的なにおいを < におい > と区別する。本論のにおいに関する定義とそ
れを示す日本語については、狩野博美の分類と用語の使用を参考にしている。cf. イェリネク 16. 











4　 “Literary odours . . .  served both Realists, who employed them to give their writings the pungent 
scent of truth, as well as to make moral statements, and Symbolists, who transformed them into 
lush, emotion-laden images to convey and essence of dreams （or nightmares）.” （Classen, Howes, and 
Synnott 86）
（10）
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5　 アメリカ人が、清潔と水を結び付けた「水治療」も、1820 ～ 60 年代が最も盛んに行われており（Legan 
74）、Hawthorne も作品の背景として意識していた可能性がある。
6　 こうした非科学的な迷信がミアズマの理論そのものであり、19 世紀末の Pasteur の細菌の研究が進むま
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